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人権擁護委員は，地域の皆さんから人権相談を受け，問題解決のお手伝いをしたり，法務局の

職員と協力して人権侵害による被害者の救済をしたり，地域の皆さんに人権について関心をもっ

てもらえるような啓発活動を行っています 



・平和の上に人権は成り立つということを学んだ【20代女性】 

・小さな子をもつ母として涙なしでは観られなかった【20代女性】 

・稲見さんの実体験に基づくお話がきけてよかった【30代女性】 

・参政権について、もっと考えてみようと思った【30代女性】 

・言葉にならないが、とても感動した【30代女性】 

・考えさせられた映画でした。もっと多くの人に参加してもらいたい。もったいない。【30代女性】 

・すべて、平和であってこそ。私も講師と同じ意見だったのでうれしく思う。【50代女性】 

・先人たちの歴史を知っておかなければならないと改めて感じた。【50代女性】 

・今回のような明るいだけでなく考えさせられる映画をまた上映して欲しい。【50代女性】 

・もっとこのような勉強になる映画上映会を増やして欲しい。【60代女性】 

・これまで当然と思っていた権利は、多くの犠牲の元に成り立っていることを再確認できた。【60代女性】 

・人権擁護委員の存在を初めて知り、いい話が聴けました。【60代女性】 

・稲見さんの体験談感動しました。もっと聴きたかった。【70代以上女性】 

・ミニトーク・上映会とも、とても考えさせられるお話しでした。【70代以上女性】 
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イギリスは、紳士の象徴ともされる国だとイメージされる方も多いのではないでしょうか？ 

イギリス王室では、男女に関わらず第一子が王位を継承します。19世紀のヴィクトリア女王は有名で

すね。現代では、離婚をした場合、母親が親権者というケースが多くありますが、20世紀初頭では、

母親に親権はありませんでした。親権は、法律により定められているため、参政権が認められない当時 

の女性達は権利を主張することができません。そのような背景から、女性の参政権運動が始まりました。

当時は、政府からの取締りが厳しく、言論の自由を奪われた彼女たちにとって過激な行動に走るしかな

かったのかもしれません・・・。 

ちなみに、世界で初めて女性参政権が認められた国は、1893年「ニュージーランド」です。 

「イギリス」は、1918年（完全平等は 28年）です。「日本」はというと、1945年になります。 

先人たちがあってこそ、今日があるのです。今後もコムズの映画会＆ミニトークに参加していただき、 

少しでも何か感じてもらえると幸いです。 


